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東京書籍 日本文教出版 光村図書出版 学研教育みらい
第１学年 にじが　でた うちゅうせんにのって ひしゃくぼし 七つぼし
第２学年 七つのほしガラスの中のお月さま 七つの星 かさじぞう ころきちのバイオリン












第６学年 夜空青の洞門 青の洞門 マザー = テレサ 美しいお面
教科書会社
学年




















第５学年 稲むらの火 星が光った 不思議な顔　 百一さいの富士 －奥村　土牛－
第６学年 百一才の富士（奥村土牛） 青の洞門 青の洞門 青の洞門
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　 〇  （電子黒板に映された北斗七星の画像を見て）ど
んなことを感じましたか。
　展開：「七つの星」を読んで話し合う。
　 〇  女の子は、なぜ水をさがしに出掛けたのでしょ
う。
　 〇  「その水を、わたしに飲ませてくれないか。」と旅
人に言われた女の子は、どんなことを考えたので
しょう。
　 〇  女の子が旅人に水を差し出したのはなぜでしょ
う。
　 〇  どうしてひしゃくの色が変わったり、星が輝いた
りしたと思いますか。
　 ◎  この話の中であなたが一番美しいと思ったことは
何でしょう。それは、なぜですか。
　終末：












































　 ○  みなさんが、幸せだなあと感じるのはどんな時で
しょう。
　展開：「しあわせの王子」を読んで話し合う。
　 ○  ツバメは、最初なぜ王子のお手伝いしようと思っ
たのですか。
　 ○  ツバメは、手伝っているうちに考えがどのように
変わってきましたか。
　 ○  王子は、本当のしあわせとはどういうものだと気
付きましたか。
　 ○  神様が言った「尊いもの」とは、どんなものだと
思いますか。
　 ◎  天使は、なぜ王子とツバメを天国に連れて行った
のでしょう。
　終末：













































　 ○  ツルという鳥について知っていることを発表しま
しょう。
　展開：「百羽のツル」を読んで話し合う。
　 ○  百羽のツルたちは、飛びながらどんなことを考え
ていましたか。
　 ○  みんなについていこうとして、死にものぐるいで
飛んでいる子どものツルは、どんなことを想って
いたでしょう。
　 ○  羽が動かなくなって、黙って下へ落ちながら、子
どものツルはどんなことを想っていたでしょう。
　 ◎  九十九羽のツルは、どうして子どものツルを助け
ようとしたのでしょう。
　終末：














































　 ○  教材「花さき山」のさし絵を見て、気づいたこと
を発表しましょう。
　展開：教材「花さき山」を読んで話し合う。
　 ○  赤い花が咲いたのはどうしてでしょうか。
　 ○  青い花が咲いたのはどうしてでしょうか。
　 ○  双子のお兄さんがあやよりすごいなと思うことは
何だと思いますか。
　 ◎  花は、どんなことをしたときに咲くのでしょう
か。
　終末：


















































　 ○  現在の「青の洞門」の写真を見て、見つけたこ
と、気づいたことを発表しましょう。
　展開：教材「青の洞門」を読んで話し合う。
　 ○  了海は、なぜ穴を掘ろうとしたのでしょう。
　 ○  初めは寄りつかなかった村人たちが、なぜ了海を
手助けするようになったのでしょう。
　 ○  実之助は、はじめ、了海に対して、どんなことを
思っていましたか。
　 ○  真夜中、かたきを目前にした実之助は、なぜ洞門
の工事を手伝ったのでしょうか。
　 ◎  洞門が完成したとき、実之介はどうして了海の手
を握ったのでしょう。
　 ○  了海は、洞門が完成したら、自分の罪は消えたと
思っていたでしょうか。
　終末：
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The State of Moral Education that Uses Teaching Materials 
Based on Feeling and Awe
Yoshimasa Fujita  Koichi Hyotani
Osaka University of Comprehensive Children Education
　The goal of this study is to examine the state of moral education that utilizes the characteristics 
of teaching materials based on feeling and awe. Compared to the past, voices emphasizing the 
difficulties in using moral education teaching materials based on feeling and awe for instructional 
purposes have become more prevalent. This is due to the drastic contrast between approaches. On 
one hand, most of the teaching materials that are created based on topics portraying the values 
of morality consider ethical issues that become behavioral criteria such as the moral assessment 
of matters and right versus wrong. On the other hand, moral education teaching materials based 
on feeling and awe portray the beauty of nature and the human heart through experiencing the 
aesthetics in being moved by this type of beauty or by embracing the emotion of awe. Specifically 
within materials that portray the beauty of the human heart, rather than trying to get students to 
imitate the behavior within those materials, it is best to construct a class that, through considering 
the motives behind behaviors, makes the students realize that there is more to simply losses and 
gains based on actions, and that humans desire this kind of beauty.
Key words：moral education, teaching materials, beauty, feeling and awe, emotions
